
▼
要
件　
次
の
全
て
の
要
件
を
満

た
す
住
宅

○「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」の
認
定
を

受
け
て
新
築

○
平
成
21
年
6
月
4
日
〜
30
年
3

月
31
日
に
新
築

○
居
住
部
分
の
床
面
積
が
50
平
方

メ
ー
ト
ル（
1
戸
建
て
以
外
の

賃
貸
住
宅
は
40
平
方
メ
ー
ト

ル
）以
上
2
8
0
平
方
メ
ー
ト

ル
以
下

○
併
用
住
宅
の
場
合
、
居
住
部
分

の
割
合
が
全
体
の
床
面
積
の
2

分
の
1
以
上

▼
範
囲　

居
住
部
分
の
床
面
積

1
2
0
平
方
メ
ー
ト
ル
相
当
分

ま
で
の
当
該
家
屋
の
固
定
資
産

税
の
2
分
の
1

▼
期
間

①
一
般
住
宅（
②
以
外
）…
課
税
開

始
年
度
分
か
ら
5
年
度
分

②
3
階
建
て
以
上
の
中
高
層
耐
火

住
宅
な
ど
…
課
税
開
始
年
度
分

か
ら
7
年
度
分

▼
手
続
き　
新
築
し
た
年
の
翌
年

1
月
31
日
ま
で
に
、
所
定
の
申

告
書
と
長
期
優
良
住
宅
の
認
定

通
知
書
の
写
し
を
提
出

　

一
定
の
要
件

を
満
た
す
住
宅

の
改
修
工
事

（
補
助
金
な
ど

を
除
く
工
事
費

用
の
合
計
が

50
万
円
以
上
）

を
行
っ
た
場
合
、

固
定
資
産
税
を
減
額
し
ま
す
。
工

事
が
完
了
し
た
日
か
ら
3
カ
月
以

内
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
住
宅
耐
震
改
修

▼
要
件　
昭
和
57
年
1
月
1
日
以

前
か
ら
市
内
に
所
在
す
る
住
宅

▼
範
囲　
1
戸
に
つ
き
1
2
0
平

方
メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま
で
の
当

該
家
屋
の
固
定
資
産
税
の
2
分

の
1

▼
期
間　
改
修
工
事
完
了
年
の
翌

年
度
分（
た
だ
し
、
当
該
住
宅

が
、
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促

進
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る

「
通
行
障
害
既
存
耐
震
不
適
格

建
築
物
」の
場
合
は
2
年
度
分
）

■
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

▼
要
件　
次
の
全
て
の
要
件
を
満

た
す
住
宅

○
平
成
19
年
1
月
1
日
以
前
か
ら

市
内
に
所
在
し
、
新
築
か
ら
10

年
が
経
過（
賃
貸
を
除
く
）

○
改
修
後
の
床
面
積
が
50
平
方
メ

ー
ト
ル
以
上

▼
範
囲　
1
戸
当
た
り
1
0
0
平

方
メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま
で
の
当

該
家
屋
の
固
定
資
産
税
の
3
分

の
1

▼
期
間　
改
修
工
事
完
了
年
の
翌

年
度
分
の
み

■
省
エ
ネ
改
修

▼
要
件　
次
の
全
て
の
要
件
を
満

た
す
住
宅

○
平
成
20
年
1
月
1
日
以
前
か
ら

市
内
に
所
在（
賃
貸
を
除
く
）

○
改
修
後
の
床
面
積
が
50
平
方
メ

ー
ト
ル
以
上

▼
範
囲　
1
戸
当
た
り
1
2
0
平

方
メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま
で
の
当

該
家
屋
の
固
定
資
産
税
の
3
分

の
1

▼
期
間　
改
修
工
事
完
了
年
の
翌

年
度
分
の
み

＝
＝
住
宅
改
修
共
通
＝
＝

▼
改
修
の
完
了
日　
平
成
30
年
3

月
31
日
ま
で

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
税
務
課

　

☎
21

9
0
4
6
ま
た
は
各
振

興
局
市
民
福
祉
課

固
定
資
産
税
の
減
額
制
度

認
定
長
期
優
良
住
宅
の
減
額

住
宅
改
修
の
減
額

身体などに障害がある方へ
　軽自動車税を減免します

　身体障害者手帳、戦傷病者手帳、
療育手帳、または精神障害者保健
福祉手帳を所持している方で、一
定の要件に該当し、期限までに減
免申請をした方は、軽自動車税の
減免を受けることができます。
■減免の対象となる軽自動車
　もっぱら障害者の移動手段として継続的に
使用している次の軽自動車等が対象です。
　また、減免できる台数は障害者１人に対して
１台（普通自動車含む）までで、運転者が重複し
ない場合に限ります。
○障害者またはその家族で生計を一にする方が
所有する軽自動車等
○障害者のみの世帯の方が所有するもので、そ
の方を常時介護する方が運転する軽自動車等

■申請期限
　５月31日（火）
■注意事項
○軽自動車税の
減免を受ける
と、自動車税（県税）の減免は受けられません。
また、豊岡市障害者福祉タクシー利用料金助
成事業および外出支援サービス事業も利用で
きなくなります。
○療育手帳または精神障害者保健福祉手帳を所
持している方自身が運転する場合は、減免は
ありません。
○一定の要件や減免申請の方法は、問い合わせ
てください。
《申込み・問合せ》税務課☎21-9045または各
振興局市民福祉課
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豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
対

象
者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金

番
号
の
分
か
る
も
の
の
他
、
委
任

状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
を
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。

●
5
月
14
日（
土
）は
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
4
時

●
5
月
2
・
9
・
16
・
23
・
30
日（
月
）

は
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

1
1
6
5

・
0
5
0
か
ら
始
ま
る
電
話

　

☎
03

6
7
0
0

1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》
日
本
年
金
機
構
豊
岡

年
金
事
務
所

　

☎
22

0
9
4
8

　

市
役
所
市
民
課
☎
21
9
0
1
5

　

ま
た
は
各
振
興
局
市
民
福
祉
課

　

国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
全
て
の
方
は
、
国
民

年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す（
平
成

28
年
度
定
額
保
険
料
は
、
月
額

1
万
6
2
6
0
円
）。
会
社
や
官

公
庁
な
ど
を
退
職
し
た
方
は
、
国

民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
に
な
り

ま
す
の
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
退
職
し
た
方
の
配
偶
者

が
扶
養
家
族
と
し
て
第
3
号
被
保

険
者
で
あ
っ
た
場
合
も
、
第
1
号

被
保
険
者
へ
の
種
別
変
更
が
必
要

で
す
。
手
続
き
は
、
資
格
喪
失
証

明
書（
退
職
辞
令
）、
印
鑑
、
年
金

手
帳
を
持
参
の
上
、
市
民
課
ま
た

は
各
振
興
局
市
民
福
祉
課
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
免
除
制
度
に
は
、
全
額

免
除
の
他
、
保
険
料
の
一
部
が
免

除
さ
れ
る
4
分
の
1
免
除
・
半
額

免
除
・
4
分
の
3
免
除
が
あ
り
、

本
人
と
そ
の

配
偶
者
お
よ

び
世
帯
主
の

前
年
度
所
得

状
況
で
審
査

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
失
業
し
た

方
に
は
特
例
が
あ
り
、
本
人
と
そ

の
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
う
ち

失
業
し
た
方
の
所
得
は
審
査
の
対

象
か
ら
除
か
れ
ま
す
。
免
除
申
請

は
、
申
請
月
の
2
年
1
カ
月
前
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
で
き
ま
す
。

▽
特
例
期
間　
失
業
し
た
年
の
翌 

々
年
6
月
ま
で
の
期
間

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳

・
認
印

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
離

職
票
な
ど

▽
窓
口　
市
民
課
市
民
係
ま
た
は

各
振
興
局
市
民
福
祉
課

　

免
除
ま
た
は
猶
予（
学
生
納
付

特
例
、
若
年
者
納
付
猶
予
）の
承

認
を
受
け
た
期
間
は
、
定
額
保
険

料
で
納
め
た
場
合
よ
り
も
老
齢

基
礎
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
、
そ
の
期
間
の
保
険
料
を
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
る「
追
納
」が
で
き

ま
す
。
生
活
に
余
裕
が
で
き
た
と

き
に「
追
納
」を
し
て
、
満
額
の
老

齢
基
礎
年
金
に
近
付
け
ま
し
ょ
う
。

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳

・
認
印

▽
窓
口　
豊
岡
年
金
事
務
所

退
職
し
た
皆
さ
ん
、

国
民
年
金
の
届
け
出
は

済
ん
で
い
ま
す
か
？

失
業
し
た
方
に
は
保
険
料

特
例
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

保
険
料
免
除
・

猶
予
承
認
期
間
の
追
納

免除（猶予）
された年度

追納保険料月額

４分の１免除 半額免除 ４分の３免除 全額免除・猶予

平成18年度（10年度目） 3,740円 7,500円 11,240円 15,000円

平成19年度（９年度目）  3,750円 7,520円 11,270円 15,030円

平成20年度（８年度目） 3,780円 7,570円 11,360円 15,140円

平成21年度（７年度目） 3,800円 7,620円 11,420円 15,230円

平成22年度（６年度目） 3,870円 7,750円 11,610円 15,490円

平成23年度（５年度目） 3,810円 7,640円 11,450円 15,280円

平成24年度（４年度目） 3,780円 7,560円 11,340円 15,130円

平成25年度（３年度目） 3,780円  7,550円 11,330円 15,100円

平成26年度（２年度目） 3,810円 7,620円 11,440円 15,250円

平成27年度（１年度目） 3,900円  7,790円 11,690円 15,590円

※３年度目以降に追納する場合は、当時の保険料に一定額が加算されます。
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